
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第１回「弁当の日」～おにぎり弁当 
「弁当の日」は、2001 年、香川県の元小中学校校長の竹下和男氏が提唱して始まった食

育（食に関する知識と習慣を身に付けること）の取組です。現代は、子どもたちの生きて

いる時間の中で、学校や塾に関わる「まなびの時間」が増えているのに対し、生きていく

ための基本的な衣食住に関する「くらしの時間」は減っていると言われています。そこ

で、竹下氏は子どもたちに「くらしの時間」を取り戻したいと考え、子どもだけで作る

「弁当の日」を綾川町立滝宮小学校で始めたそうです。 

綾上中学校においても平成２０年～平成２２年の３年間、校長先生として勤務し、綾上

中学校での「弁当の日」の礎を築いてくださりました。当時から生徒が自分で食べる弁当

の献立作り、買い出し、調理、弁当箱詰め、片付けのすべてを、一人で行いましょうとい

うものでした。また、親も先生もその出来映えを批評も評価もしないというのも約束でし

た。そんな「弁当の日」は、本校の伝統行事の一つとして脈々と受け継がれて今に至って

います。本校のみならず全国に広がり、現在 2000 校を超える学校で実践されています。 

５月６日（木）、令和３年度の第１回「弁当の日」となりました。「朝、４時に起きて 

おかずを作った」「１００％自分で！（１年生４名）」などと写真を撮る前に弁当につい

て嬉しそうに話してくれました。どの弁当もみな力作。さぞかしおいしかったことでしょ

う。残念なのはコロナ禍で、黙って食べなければならなかったことです。弁当が出来上が

るまでの過程や味等、たくさんおしゃべりしつつ食べられる日が来ることを願うばかりで

す。「弁当の日」はあと２回です。綾上独自のよき思い出をたくさん作りましょう。 

 

緑が丘だより 
【学校教育目標】 ： 明るい未来を創造する 心豊かでたくましい生徒の育成 

http://www.edu.ayagawa.ed.jp/ayakami-j/ 

２０２１年６月１日（火） 

綾川町立綾上中学校 第３号 

ＰＴＡ奉仕作業 延期させていただきます  

５月１５日(土)のＰＴＡ奉仕作業は、コロナ感染症未然防止のため、延期とさせていた

だきました。年度当初の行事にもコロナの影響が出ています。授業参観の延期や形を変え

ての家庭訪問、運動会の無観客実施等々。現状況が好転することを祈るばかりです。ぜひ、

綾上中学校最後の卒業式そして閉校式を控える３学期に、立つ鳥跡を濁さずという意味に

おいても奉仕作業をしたいと考えています。どうぞ、ご理解・ご協力をお願いいたします。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『ともに、前へ』成功裏に終えた運動会 
 ５月２２日(土)、梅雨時期の合間をぬって｢The Last Memory 語り継がれる あっ中の
歴史（３年１組 ■■■■さん作）｣のテーマのもと、全校生がともに力を合わせ、演技に
競技にそして係活動等に前へともに積極的に取り組んだ春季運動会。伝説となりうる 60
年間の最終章を飾ることができました。その成功裏には陰で支える人がたくさんいまし
た。温かい雰囲気のイラストを描いた２年■■さん・■■さん、３年■■さん、実況放送・審
判・記録担当の生徒の皆さん、「横断幕メッセージの文字」を書いた下さった■■様、テー
マ看板を描いたり草刈り・用具の消毒をしたりしてくださった先生方等々。色々な人の関
わりのおかげで思い出深い運動会となりました。もちろん温かい声援を送り届けた綾中生
一人一人も成功の立役者です。本当にありがとうございました。 

これまでに経験のない制限の多い中での練習でした。その中で、互いを励ましたり拍手
や笑顔で応援し合ったりする姿から綾中生の心の温かさを何度も感じることができまし

た。また、今年は、密集・密接を避けるということを第一条件として競技の方法や人数の
変更をしました。「置かれた場所で咲きなさい」ではありませんが、与えられた条件の中
で生徒一人一人が全力で咲き誇っていたように思います。 

「入場行進」や「ソーラン｣の演技にみられた美しさと逞しさ､ 
｢大縄跳び｣「X 人 Y 脚」「リレー」等の競技に見られた団結力や力 
強さ、８６人の心のつながりが競技や演技の中に見て取れました。 
 なお、競技の結果は右のとおりです。 

お弁当を食べる際、生徒のどの顔も、満足感・達成感・自信で 
満ち溢れていました。多くの方々に陰で温かく見守られ支えられ 
ていることが実感できた一日でした。 

 「山間の町の子供達に一度でいいから 大海（甲子園）を みせ 

てやりたかったんじゃ。（元池田高校野球部監督）」ではありませ 

んが、８６人が４月には大海（高校・綾川中学校）へ飛び込んでいきます。今後、一人一
人の心の中に期待や不安等が渦巻くはずです。池田高校はパワーや自信をつけて甲子園全
国制覇。あっ中生も様々な取組を通して力や自信等を身につけてほしいと思います。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教育アドバイザーによる授業 
 ５月６日(木)、教育アドバイザーによる授業が１年生の数学で行われま 

した。授業者は、環修先生です。元満濃中学校の校長先生です。テーマは 

「計算の工夫」。1~9 までの数の和を、111＋222・・999 の和を工夫して 

求めなさいというものです。様々な方法を見つけ、級友に紹介しました。この授業で仕組
みを理解すると電卓よりも早く計算できる等、頭で考えることの大切さがわかりました。 

６月の主な行事予定 
２日（水）  内科検診            １６日（水）  期末テスト発表 
７日（月）  「学習の診断①」                 部活動中止 

９日（水）  校内弁論大会           23～25        期末テスト 
１０日（木）  眼科検診              ３０日（水）  総体・コンクール壮行会 
１１日（金）  生徒会総会             

競技総合 

  優 勝  ３年 

  準優勝  １年 

入場行進足並み賞 

       ３年、１年 

大繩賞    ２年  

運動会テーマ賞 

 ３年   ■■■■さん 

運動会ポスター賞 

３年    ■■■■さん 

２年    ■■■■さん 

２年   ■■■■さん 


